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あらかじめ味 (あじ)わったエリヤ


　　　　　　
Ⅰ列19:1～7　彼 (かれ)がえにしだの木 (き)の下 (した)で横 (よこ)になって眠 (ねむ)っていると、ひとりの御 (み)使 (つか)いが彼 (かれ)にさわって、「起 (お)きて、べなさい」と言 (い)った。彼 (かれ)は見 (み)た。すると、彼 (かれ)の頭 (あたま)のところに、焼 (や)け石 (いし)で焼 (や)いたパン菓子 (がし)一 (ひと)つと、水 (みず)の入 (はい)ったつぼがあった。彼 (かれ)はそれを食 (た)べ、そして飲 (の)んで、また横 (よこ)になった。それから、主 (しゅ)の使 (つか)いがもう一 (いち)度 (ど)戻 (もど)って来 (き)て、彼 (かれ)にさわり、「起 (お)きて、食 (た)べなさい。旅 (たび)はまだ遠 (とお)いのだから」と言 (い)った。（5～7）

1.エリヤは偶像崇拝 (ぐうぞうすうはい)の危 (き)険 (けん)とわざわいをあらかじめ知 (し)って伝 (つた)えました
1）日照 (ひで)りを預 (よ)言 (げん)しました（Ⅰ列17:1～7）
2）死 (し)んだ子 (こ)どもを生 (い)かしました（Ⅰ列17:17～24）
3）日照 (ひで)りを終 (お)わらせました（Ⅰ列18:41～46）
2.エリヤはカルメル山 (さん)の霊的 (れいてき)戦 (たたか)いで勝利 (しょうり)しました
 1）オバデヤに頼 (たの)んでアハブ王 (おう)に会 (あ)いました（Ⅰ列18:1～15）
 2）偽 (いつわ)りの預 (よ)言者 (げんしゃ)との霊的 (れいてき)戦 (たたか)いで勝利 (しょうり)しました（Ⅰ列18:20～38）
 3）偽 (いつわ)りの預 (よ)言者 (げんしゃ)をすべて消滅 (しょうめつ)＊させました（Ⅰ列18:39～40）
3.エリヤはホレブ山 (さん)で神様 (かみさま)から契約 (けいやく)を受 (う)けました
 1）えにしだの木 (き)の下 (した)で神様 (かみさま)が新 (あたら)しい力 (ちから)を与 (あた)えてくださいました（Ⅰ列19:1～8）
 2）7000人 (にん)の弟子 (でし)がいることを確認 (かくにん)しました（Ⅰ列19:18）
 3）エリシャを預 (よ)言者 (げんしゃ)として立 (た)てました（Ⅰ列19:19～21）
















＊消滅 (しょうめつ)：消 (き)えてなくなること
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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あらかじめ味 (あじ)わったエリシャ
か　

　　　　　　

Ⅱ列2:9～11　渡 (わた)り終 (お)わると、エリヤはエリシャに言 (い)った。「私 (わたし)はあなたのために何 (なに)をしようか。私 (わたし)があなたのところから取 (と)り去 (さ)られる前 (まえ)に、求 (もと)めなさい。」すると、エリシャは、「では、あなたの霊 (れい)の、二 (ふた)つの分 (わ)け前 (まえ)が私 (わたし)のものになりますように」と言 (い)った。（9）

1.エリシャは危機 (きき)を選択 (せんたく)しました（Ⅰ列19:19～21）
1）エリシャは豪農 (ごうのう)＊の息 (むす)子 (こ)でした（Ⅰ列19:19）
2）エリヤが呼 (よ)んだとき、すべてを捨 (す)てました（Ⅰ列19:20～21）
3）そして、すぐにエリヤについていって仕 (つか)えました（Ⅰ列19:21）

2.エリシャはみんなが好 (この)むことを嫌 (きら)いました（Ⅱ列2:1～11）
1）ギルガル、ベテル、エリコの安息 (あんそく)を捨 (す)てました（Ⅱ列2:1～6）
2）霊 (れい)の二 (ふた)つの分 (わ)け前 (まえ)を求 (もと)めました（Ⅱ列2:9～11）
3）エリヤの最 (さい)後 (ご)を見 (み)た弟子 (でし)になりました（Ⅱ列2:12～18）

3.アラムの国 (くに)をあらかじめ味 (あじ)わったエリシャ（Ⅱ列6:8～23）
1）ドタンの町 (まち)運動 (うんどう)をおこしました
2）アラムの軍隊 (ぐんたい)を防 (ふせ)ぎました
3）戦 (たたか)わずに勝 (か)ちました
















＊豪農 (ごうのう)：多 (おお)くの土地 (とち)を持 (も)っていて、ある程 (てい)度 (ど)の権勢 (けんせい)を備 (そな)えた、豊 (ゆた)かな農 (のう)家 (か)
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聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)





聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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か　

 あらかじめ味 (あじ)わったオバデヤ


　　　　　　
Ⅰ列18:1～15　アハブは王宮 (おうきゅう)をつかさどるオバデヤを呼 (よ)び寄 (よ)せた。――オバデヤは非常 (ひじょう)に主 (しゅ)を恐 (おそ)れていた。イゼベルが主 (しゅ)の預 (よ)言者 (げんしゃ)たちを殺 (ころ)したとき、オバデヤは百人 (ひゃくにん)の預 (よ)言者 (げんしゃ)を救 (すく)い出 (だ)し、五十人 (ごじゅうにん)ずつほら穴 (あな)の中 (なか)にかくまい、パンと水 (みず)で彼 (かれ)らを養 (やしな)った―― （3～4）

1. オバデヤは100人 (にん)の預 (よ)言者 (げんしゃ)をかくまいました
1）悪 (わる)いアハブ王 (おう)の臣 (しん)下 (か)でした（Ⅰ列18:1）
2）預 (よ)言者 (げんしゃ)エリヤの弟子 (でし)でした（Ⅰ列18:2～3）
3）預 (よ)言者 (げんしゃ)100人 (にん)を隠 (かく)して生 (い)かしました（Ⅰ列18:4～5）

2. 850人 (にん)の偽 (いつわ)りの預 (よ)言者 (げんしゃ)と対決 (たいけつ)しました
1）カルメル山 (さん)の戦 (たたか)いの仲裁人 (ちゅうさいにん)でした（Ⅰ列18:16）
2）後 (のち)に起 (お)こった迫害 (はくがい)を見 (み)た者 (もの)でした（Ⅰ列19:1～8）
3）エリヤの亡命生活 (ぼうめいせいかつ)を見 (み)た者 (もの)でした（Ⅰ列19:1～8）

3. 7000人 (にん)の弟子 (でし)が起 (お)きました
1）ホレブ山 (さん)の契約 (けいやく)を知 (し)る者 (もの)でした
2）神様 (かみさま)の隠 (かく)れた弟子 (でし)を知 (し)る者 (もの)でした
3）エリシャを知 (し)る者 (もの)でした
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[image: ]聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




　
聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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か　

あらかじめ味 (あじ)わったアハブ王 (おう)


　　　　　　Ⅰ列19:1～7　アハブは、エリヤがしたすべての事 (こと)と、預 (よ)言者 (げんしゃ)たちを剣 (つるぎ)で皆殺 (みなごろ)しにしたこととをらずイゼベルに告 (つ)げた。すると、イゼベルは使 (し)者 (しゃ)をエリヤのところに遣 (つか)わして言 (い)った。「もしも私 (わたし)が、あすの今 (いま)ごろまでに、あなたのいのちをあの人 (ひと)たちのひとりのいのちのようにしなかったなら、神々 (かみがみ)がこの私 (わたし)を幾 (いく)重 (え)にも罰 (ばっ)せられるように。」（1～2）

1.アハブ王 (おう)は、サタンの戦略 (せんりゃく)にあらかじめ陥 (おちい)りました
1）サタンが攻撃 (こうげき)するところがあります
 　（1）創世 (そうせい)記 (き)3、6、11章 (しょう)です
 　（2）偶像 (ぐうぞう)、占 (うらな)い、シャーマニズム、悪霊 (あくれい)をとおして働 (はたら)きます
2）アハブ王 (おう)は偶像崇拝 (ぐうぞうすうはい)をする祭 (さい)司 (し)の娘 (むすめ)と結婚 (けっこん)しました（Ⅰ列16:28～31）
3）バアル崇拝 (すうはい)を広 (ひろ)げました（Ⅰ列16:28～31）

2.アハブ王 (おう)は間 (ま)違 (ちが)ったことをあらかじめ味 (あじ)わいました
1）偶像 (ぐうぞう)国 (こっ)家 (か)にしました
2）850人 (にん)の偽 (いつわ)りの預 (よ)言者 (げんしゃ)を助 (たす)けました
3）わざわい時 (じ)代 (だい)を開 (ひら)きました（Ⅰ列16:32～33）

3.アハブ王 (おう)とイゼベル王 (おう)妃 (ひ)は、失敗 (しっぱい)をあらかじめ持 (も)って味 (あじ)わいました
1）イゼベルと結婚 (けっこん)したことが間 (ま)違 (ちが)った道 (みち)へ行 (い)く始 (はじ)まりになりました（Ⅰ列16:29～34）
2）預 (よ)言者 (げんしゃ)を殺害 (さつがい)しました（Ⅰ列18:4）
3）イゼベルは、人 (ひと)を苦 (くる)しめる乱暴 (らんぼう)な政 (せい)治 (じ)を行 (おこな)いました（Ⅰ列19:1～7）
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聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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か    

あらかじめ 味 あじ わったエリヤ  

聖 せい 日 じつ みことばのタイトル       聖 せい 日 じつ 聖書 せいしょ 箇所 かしょ    

礼拝 れいはい の 準備 じゅんび をして 礼拝 れいはい をささげ   みことばを 私 わたし の 生活 せいかつ に 適用 てきよう する   ことま で、すべてが 礼拝 れいはい です     礼拝 れいはい の 準備 じゅんび のチェック         聖書 せいしょ         献金 けんきん         筆記 ひっき 用具 ようぐ       ＜ 子 こ どもの 祈 いの りの 手帳 てちょう ＞       週報 しゅうほう を 読 よ む       一週間 いっしゅうかん 握 にぎ るみことば  

Ⅰ列 19:1 ～ 7   彼 かれ がえにしだの 木 き の 下 した で 横 よこ になって 眠 ねむ っていると、ひとりの 御 み 使 つか いが 彼 かれ にさわって、「 起 お きて、 食 た べなさい」と 言 い った。 彼 かれ は 見 み た。すると、 彼 かれ の 頭 あたま のところに、 焼 や け 石 いし で 焼 や いたパン 菓子 がし 一 ひと つと、 水 みず の 入 はい っ たつぼがあった。 彼 かれ はそれを 食 た べ、そして 飲 の んで、また 横 よこ になった。それから、 主 しゅ の 使 つか いがもう 一 いち 度 ど 戻 もど って 来 き て、 彼 かれ にさわり、「 起 お きて、 食 た べなさい。 旅 たび はまだ 遠 とお いのだから」と 言 い った。（ 5 ～ 7 ）     1. エリヤは 偶像崇拝 ぐうぞうすうはい の 危 き 険 けん とわざわいをあらかじめ 知 し って 伝 つた え ました   1 ） 日照 ひで り を 預 よ 言 げん しました （Ⅰ列 17:1 ～ 7 ）   2 ） 死 し んだ 子 こ どもを 生 い か しました （Ⅰ列 17:17 ～ 24 ）   3 ） 日照 ひで りを 終 お わらせ ました （Ⅰ列 18:41 ～ 46 ）   2. エリヤは カルメル 山 さん の 霊的 れいてき 戦 たたか い で 勝利 しょうり しました     1 ）オバデヤに 頼 たの んでアハブ 王 おう に 会 あ いました （Ⅰ列 18:1 ～ 15 ）     2 ） 偽 いつわ りの 預 よ 言者 げんしゃ との 霊的 れ いてき 戦 たたか いで 勝利 しょうり しました （Ⅰ列 18:20 ～ 38 ）     3 ） 偽 いつわ りの 預 よ 言者 げんしゃ をすべて 消滅 しょうめつ ＊ させました （Ⅰ列 18:39 ～ 40 ）   3. エリヤは ホレブ 山 さん で 神様 かみさま から 契約 けいやく を 受 う けました     1 ）えにしだの 木 き の 下 した で 神様 かみさま が 新 あたら しい 力 ちから を 与 あた えてくださいました （Ⅰ列 19:1 ～ 8 ）     2 ） 7000 人 にん の 弟子 でし がいることを 確認 かくにん しました （Ⅰ列 19:18 ）     3 ）エリシャを 預 よ 言者 げんしゃ として 立 た て ました （Ⅰ列 19:19 ～ 21 ）                                   ＊ 消滅 しょうめつ ： 消 き えてなくなること  

